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５．来年度に向けての課題

評価項目 理由

教育内容・環境の充実と計画性

保育の充実と園児との関わり

４．7年度の総評

理由

保護者との連携

新しい園舎での保育に馴れたことで、毎日の遊びや行事に関して見直しをかけ、
新しい形を作り出すことが出来たように思う。宗教的な話を伝えることを難しいと
感じている職員も多いが、教会訪問を毎月の予定に入れることで少しずつ興味・
関心が広がり、教材探しをしている姿が増えた。

クラス担任はそれぞれが悩みを抱えながらも、子ども達の為に愛情をかけ、日々
の保育を充実させてくれた。また、他の職員も臨機応変に対応してくれたおかげ
で、色々な目線で子どもを見ることができ、偏った見方をすることなく保育ができ
た。

毎月の避難訓練を通し、色々な災害に対する対応の仕方や非常食についても
学ぶことができた。不審者対策では、遅い時間に一人で帰らないなど、職員にも
注意を呼びかけ互いに気を付けるようにした。自分で避難できない保育園児を、
どうしたらスムーズに避難することができるのかが今後の課題となる。

地域のスポーツ指導者から年長児に指導をしてもらう機会があったり、酪農家の
方が搾乳・バター作りを経験させてくれたりと、色々な体験を通して地域の方とつ
ながる機会が多かった。未就園児教室に通ってくれていたお子さんが、4月から
入園予定な為、新規の利用者を増やしていくことが課題となる。

研修に参加することは少ないが、経験ある職員が主となり遊びを展開させ、若い
職員がそれを真似ながら自分のものとすることが多かった。経験の浅い職員が
クラスを持っていた為、互いに相談したり交流する機会が多く、苦労しながらも実
りある1年となった。中堅も様々な立ち位置につき力を発揮しカバーし合うことが
できた。
職員が保護者と年齢が近いせいもあってか、程よい距離間でかかわることがで
きていた。若い職員も、コドモンを利用しながら日々の連絡が抜けないよう配慮
することで保護者からの信頼も得られていた。昨年の課題であったバス添乗の
件も、今年度は職員が朝便を乗ることで改善されているように思う。

安全管理

地域の幼児教育機関としての役割

令和 7年度　北見カトリック学園　遠軽ひばり幼稚園　学校評価

１.教育目標

２．教育目標達成に向けての５年度の重点

※結果の表示方法　４　十分達成されている　３　やや達成されている　２　あまり達成されていない　１　取り組まれていない

３．評価項目の達成状況

教員の資質・能力向上

○愛する子ども 私たちは誰もがみな神さまに創られ、愛されていることを感じ、いつも見守っていて下さる神さまを信じ、

祈り、どんな人をも分け隔てなく愛することができる子どもを育てる。

○正しい子ども 間違っていることを正せる、強い心と身体、そして行動力を持つ子を育てる。

○考える子ども 様々な経験を通し、興味関心を持ち、思慮深く考え、自分で研究することのできる、個性・創造性豊かな

子どもを育てる。

○イエスキリストの愛の精神を伝え、共に生きる子どもへと導く。

・日常生活を通し、自然や環境の中で、神さまの恵みに気づき、祈ることのできる環境を整える。

・子ども一人ひとりが主体的に取り組み、創造的・意欲的に伸び伸びと活動できる保育環境を整える。

・異年齢クラス編成の中で、互いに認め合い、尊敬し、いたわり、協調しあう意識を養っていける環境を整える。

・ありがとう、ごめんね、いいよの思いを自然に伝えることができる環境を整える。

・幼保園になり2年を終え、やっと全体が落ち着いてきたように思う。特に保育園組は、0歳児が慣れてきたと思うと
また次の新しい子が入ってという繰り返しだったので、一人ひとりに合わせた食事対応が難しかったが、給食職
員と連携を取り大きな問題なく一年を終えることができた。

・幼稚園組は人数も少なく、補助職員がベテランな為トラブルもなく日々を過ごせた。しかし、クラス担任が若く
経験が浅い為、もう少し援助しながら保育の幅を広げられると良かった。特に行事の取り組みが浅く、担任自身に
やり切ったという達成感を与えられずにいたのかもしれない。

・安全管理の点数が低い結果から、毎月の避難訓練を実施することで満足せず、保育室の場合、園庭の場合と

臨機応変な行動を心掛ける必要がある。

・2学期末になり、体調を崩した職員や自信を無くし退職を希望する職員をだしてしまった。保育がうまくいかない
ことで自信を無くしたり、やりがいを感じられずにいたことに気がつかず、配慮が足りなかったことが反省となる。

・リモート研修に馴れてしまい、地方の研修に足を運ぶ機会が減ってしまっている為、長期休みを利用して園内でできる

職員研修の回数を増やすことで充実させることができた。次年度は実際に目で見て学ぶ機会を増やしていきたい。

・新年度は未就園児教室から入園する子が多いため、新規の親子を獲得することが課題となる。他の施設を複数利

用している親子も多いと聞くので、開催日数や内容について検討していく。
・中堅職員が力をつけてきているが、本人たちの中で、「幼稚園がいい、保育園がいい」と得意分野を決めてしまっているので、

どの立ち位置でも良い保育が出来るよう期待し指導していく。
・保護者との関係も良好で、若い職員も良い環境の中で保育が出来ている。今後も程よい距離感を大切にしながら地域に

愛される園づくりを心掛けていく。


